
表紙掲載 裏表紙掲載

名古屋大学 農学部
資源生物科学科 ２年
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香 さん

環境学入門の講義で、環境という言葉は何かをぐ
るっと取り巻く周囲を指すと知りました。そこから、
岐阜の街並みと名古屋の街並みが輪になってつなが
る発想を得ました。街並みの背景は、長良川でアユ
が泳いでいる様子です。SDGsカラーの水玉とツバ
メは、持続可能な明るい未来へと導いているのをイ
メージしました。

愛知と岐阜の県の形の中にそれぞれの大学の
シンボルとなる建物を入れた他、大学周辺の環
境をイメージして作りました。また、背景には名
古屋大学のイメージカラーの緑、岐阜大学のイ
メージカラーのオレンジを使っています。

名古屋大学 情報学部 人間社会情報学科 3年

服
はっとり

部 泰
たいき

己 さん

岐阜大学 応用生物科学部 生産環境科学課程 ３年

田
たなか

中 ひなた さん

エネルギーの循環と自然の力強さを通じて、
自然への愛と共存を問いかける作品。私たち
は自然との共生の重要性を探求し、持続可能
な未来を築く決断を迫られる。光を浴びるのか、
影で生きるのか、私たちの選択が問われる。

優秀賞大　賞

表紙作品の公募について

　東海国立大学機構環境報告書は、本機構の環境に関する幅広い取組
を本機構の構成員はもちろん、中高生など若い世代や近隣地域にお住
まいの方など多くの方に知っていただくことを目的として作成していま
す。表紙作品を東海国立大学機構として岐阜大学と名古屋大学の学生
および教職員から公募したのは今回で２回目ですが、多数の素晴らしい
作品の応募が寄せられました。この取組により多くの方々にこの表紙を
見て本報告書を読んでいただくことで、東海国立大学機構の教育や研
究などを通じたさまざまな環境活動に興味を持っていただく機会となれ
ば幸いです。今回ご応募いただいた皆様と、公募の周知にご協力いた
だいた皆様に心より感謝申し上げます。

編集後記
東海国立大学機構環境報告書2023をお読みいただきありがとうございます。今年度の環境

報告書では、新体制となったカーボンニュートラル推進室の室長、副室長への学生インタビュー
（p.4-7）、省エネアクト for ゼロカーボンキャンパスの取組（p.10-11）などの記事を織り込んで、
カーボンニュートラル達成に向けた姿勢やその具体的な取組内容について紹介しています。

また、編集チームでは、「手に取って読んでもらえる環境報告書」を目指し、高校生や大学生など
の若年層にも読んでもらうことを意識して、多くの学生に編集に参加してもらい、学生の目線で記
事を執筆してもらっています。特に今年度は、学生編集委員の発案により、京都女子大学の諏訪
ゼミの皆さまとの学生同士の対談（p.50-51）も実現しました。学生編集委員同士の相互交流もよ
り深まり、学生主動の新企画も立ち上がり、来年度に向けて既に始動しています。

編集を通して、改めて、たくさんの人々が相互に対話し、理解しあうことができたと実感しています。執筆や意見交換など、環境報告書の編集
に快く協力してくださった学内外の多くの皆様に心より感謝申し上げます。今回、第三者評価を縁に日本ガイシ(株）の皆さまと学生達が環境につ
いて意見交換できた（p.59）こともありがたいことです。この環境報告書が今後もコミュニケーションツールとして活用されることを願っています。

（編集委員長　林　瑠美子、副編集委員長　櫻田　修）
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編集委員長 
名古屋大学環境安全衛生管理室 准教授 林　瑠美子

副編集委員長 
岐阜大学工学部 教授 櫻田　　修

統括環境管理責任者
工学部 教授 小林　智尚

副統括環境管理責任者
応用生物科学部 教授 椎名　貴彦

応用生物科学部 教授 八代田　真人
名誉教授 長谷川　典彦

自然科学技術研究科 修士課程２年 中藤　　駿 ※１

自然科学技術研究科 修士課程２年 森田　有優奈
自然科学技術研究科 修士課程２年 桑原　佑騎
自然科学技術研究科 修士課程１年 榊原　優花
地域科学部４年 髙須　啓太 ※２

応用生物科学部４年 豊川　雛衣 ※１

応用生物科学部４年 丹羽　航大 ※１

地域科学部３年 小﨑　文太 ※１

工学部３年 加賀　貴美子
工学部３年 片山　義章 ※１

工学部３年 原田　瑞希
工学部３年 中村　天音
工学部３年 長友　志絵美
応用生物科学部３年 田中　ひなた ※１

応用生物科学部３年 伊藤　思音
応用生物科学部３年 林　祐太朗
教育学部２年 藤井　大輝 ※２

教育学部２年 繁　ハナ子 ※２

地域科学部２年 柴山　晴香 ※１

地域科学部２年 平田　万結 ※１

応用生物科学部２年 堀部　真生 ※１

応用生物科学部２年 山中　健生 ※１

応用生物科学部２年 CAO SHANSHAN ※１

応用生物科学部１年 上井　ゆり子 ※１

環境学研究科 博士後期課程２年 平　春来里
生命農学研究科 博士後期課程２年 大江　史花
環境学研究科 博士前期課程２年 中田　未貴
環境学研究科 博士前期課程２年 王　　泊釣 ※３

理学研究科 博士前期課程１年 王　　愛里 ※３

工学部４年 髙瀬　有登
農学部３年 中村　拓海 ※３

医学部３年 井口　沙也妃 ※４

農学部２年 中島　茉里 ※３

農学部２年 石原　彩香 ※３

医学部２年 土方　愛梨 ※３

農学部１年 川瀬  菊清貴 ※３

環境安全衛生管理室 教授 富田　賢吾
環境安全衛生管理室 准教授 原田　敬章
施設・環境計画推進室 教授 田中　英紀
農学部・生命農学研究科 教授 山﨑　真理子
農学部・生命農学研究科 准教授 岩永　青史
未来社会創造機構
マテリアルイノベーション研究所 助教 萩尾　健史

東海国立大学機構　環境報告書２０２3　編集チーム

教員編集委員 学生編集委員

岐阜大学

岐阜大学

名古屋大学

名古屋大学

印刷・デザイン　サンメッセ株式会社

※１　岐阜大学環境ユニバーシティ学生推進室 G-amet所属
※２　岐阜大学生協学生委員会(GI)所属
※３　名古屋大学環境サークル Song of Earth所属
※４　名大祭本部実行委員会 環境対策部所属

特任主幹 東　貞男
設備課 課長 鈴木　律文

設備課 主幹 白井　隆司
（2023.3.31 まで）

設備課 主幹 石原　光博
（2023.4.1 から）

設備課 課長補佐 野呂　雅幸

設備課 課長補佐 安江　朗人
（2023.3.31 まで）

設備課 課長補佐 開本　仁
設備課 電気第二係長 宮野　友彰
設備課 機械第二係長 谷口　孝之

環境安全課 課長 黒田　博一
（2023.3.31 まで）

環境安全課 課長 梶浦　有一郎
（2023.4.1 から）

環境安全課 主幹 近野　由貴
環境安全課 課長補佐 松野　晃三
環境安全課 課長補佐 水谷　聡
環境安全課 安全衛生係 主任 鈴木　昇治
環境安全課 安全衛生係 角谷　純子
環境安全課 安全衛生係 大橋　真紀子
環境安全課 環境安全係 係長 髙瀬　恵子
環境安全課 環境安全係 主任 矢崎　寛子
環境安全課 環境安全係 淺井　晶子

東海国立大学機構　施設統括部
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環境に配慮した植物油
インキを使用しています。
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